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(57)【要約】
【課題】低温度下にも拘わらず硬くならず操作性に優れ
、しかも効果的な防水機能が発揮されるスライドファス
ナー用の噛合エレメントを提供することである。
【解決手段】夫々の噛合エレメント１０５は、第１形状
を有する第１面１１３と第２形状を有する第２面１１５
と含み、第２面１１５は、第１面１１３から離れて反対
側にある。第１形状は、実質的に三角形又は台形である
。第２形状は、実質的にギアの歯の形状を呈している。
第１群と第２群の噛合エレメント１０５が分離自在に噛
合した時に、第１面から第２面まで水が浸入するのが実
質的に防止される。ストリンガーテープ１０１，１０３
には噛合エレメント１０５が配されている。噛合エレメ
ント１０５の第１面１１３近傍のストリンガーテープ１
０１，１０３の面は、防水材料によってラミネートされ
ている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スライドファスナー（１００）に使用するための複数の噛合エレメント（１０５）であ
って、これらの噛合エレメント（１０５）の夫々は、
　ストリンガーテープ（１０１，１０３）の第１面（１０９）側に配された第１基部（１
３５）と、ストリンガーテープ（１０１，１０３）の第１面（１０９）の反対側である第
２面（１１１）側に配された第２基部（１２５）と、
　第１基部（１３５）と第２基部（１２５）から外方向に延びており、第１面（１１３）
と第２面（１１５）を有する係合部（１３７）であって、係合部（１３７）の第１面（１
１３）は、係合部（１３７）の第２面（１１５）から離れて当該第２面（１１５）に対し
て反対側にあり、係合部（１３７）の第１面（１１３）は、第１形状を有しており、係合
部（１３７）の第２面（１１５）は、第２形状を有しており、係合部（１３７）の前方側
終端部（１５３）近傍にある第２面（１１５）の一部は、当該終端部（１５３）近傍の第
１面（１１３）の一部の幅寸法Ｗ２よりも大きい幅寸法Ｗ１を有しており、当該幅寸法Ｗ
１，Ｗ２の夫々は、係合部（１３７）の第１面（１１３）と第２面（１１５）に対して実
質的に平行である係合部（１３７）と、
　係合部（１３７）の前方側終端部（１５３）に配されており、係合部（１３７）の第１
面（１１３）と第２面（１１５）との間に延びている前面（１２１）とからなる噛合エレ
メント（１０５）であって、
　第１基部（１３５）と第２基部（１２５）は、その間にストリンガーテープ（１０１，
１０３）の縦縁部（１０７）を収容するためのチャネル（１５１）を形成しており、
　第１群の噛合エレメント（１０５）は、第１ストリンガーテープ（１０１）に配されて
おり、第２群の噛合エレメント（１０５）は、第２ストリンガーテープ（１０３）に配さ
れており、
　第２群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）のそれぞれの第
１面（１１３）によって、第１ギャップ（１５５）が形成されており、
　第２群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）のそれぞれの第
２面（１１５）によって、第２ギャップ（１５７）が形成されており、
　第１群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）のそれぞれの第
１面（１１３）によって、第３ギャップ（１５９）が形成されており、
　第１群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）のそれぞれの第
２面（１１５）によって、第４ギャップ（１６１）が形成されており、
　第１群の噛合エレメント（１０５）は、第２群の噛合エレメント（１０５）と分離自在
に噛合した時に、第１群の第１噛合エレメント（１０５ａ）の係合部（１３７）の第１面
（１１３）は、少なくともその一部が第１ギャップ内部に配され、第１噛合エレメント（
１０５ａ）の係合部（１３７）の第２面（１１５）は、少なくともその一部が第２ギャッ
プ内部に配され、第２群の第２噛合エレメント（１０５ｂ）の係合部（１３７）の第１面
（１１３）は、少なくともその一部が第３ギャップ内部に配され、当該第２噛合エレメン
ト（１０５ｂ）の係合部（１３７）の第２面（１１５）は、少なくともその一部が第４ギ
ャップ内部に配されており、第１噛合エレメント（１０５ａ）の前面（１２１）は、第２
ストリンガーテープ（１０３）の縦縁部（１０７）と対向し接するように配されており、
第２噛合エレメント（１０５ｂ）の前面（１２１）は、第１ストリンガーテープ（１０１
）の縦縁部（１０７）と対向し接するように配されていることを特徴とする前記噛合エレ
メント（１０５）。
【請求項２】
　当該チャネル（１５１）は、第１チャネルであり、前面（１２１）は、第２チャネル（
１２３）を形成しており、第１群の噛合エレメント（１０５）が第２群の噛合エレメント
（１０５）と分離自在に連結された時に、第１噛合エレメント（１０５ａ）の第２チャネ
ル（１２３）は、第２群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の間において第２支
持テープの縦縁部（１０７）の一部１１７を収容し、第２エレメントの第２チャネル（１
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２３）は、第１群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の間に第１ストリンガーテ
ープ（１０１）の縦縁部（１０７）の一部１１７を収容することを特徴とする請求項１に
記載された噛合エレメント（１０５）。
【請求項３】
　第１形状の幅は、基部（１３５，１２５）から前面（１２１）に向けて減少しており、
第２形状は、首部（１２７）と頭部（１２９）とからなり、頭部（１２９）は、係合部（
１３７）の終端部（１５３）近傍にあり、そして、首部（１２７）は、基部（１２５，１
３５）と頭部（１２９）との間に配されており、首部（１２７）の幅は、頭部（１２９）
の幅よりも小さく、第１群の噛合エレメント（１０５）が、第２群の噛合エレメント（１
０５）と分離自在に噛合した時に、第１噛合エレメント（１０５ａ）の頭部（１２９）は
、第２群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の首部（１２７）の間に配され、第
２噛合エレメント（１０５ｂ）の頭部（１２９）は、第１群の二つの隣接する噛合エレメ
ント（１０５）の首部（１２７）の間に配されていることを特徴とする請求項１に記載さ
れた噛合エレメント（１０５）。
【請求項４】
　第１形状は、実質的に三角形であることを特徴とする請求項３に記載された噛合エレメ
ント（１０５）。
【請求項５】
　第１形状は、実質的に台形であることを特徴とする請求項３に記載された噛合エレメン
ト（１０５）。
【請求項６】
　噛合エレメント（１０５）は、プラスチック材料から成型されていることを特徴とする
請求項１に記載された噛合エレメント（１０５）。
【請求項７】
　係合部（１３７）は、シーリング部（１３９）とファスニング部（１４５）とからなり
、シーリング部（１３９）とファスニング部（１４５）は、境界面（１４１）において、
互いに当接しており、シーリング部（１３９）は、第１面（１１３）から境界面（１４１
）まで延びており、当該ファスニング部（１４５）は、第２面（１１５）から境界面（１
４１）まで延びていることを特徴とする請求項１に記載された噛合エレメント（１０５）
。
【請求項８】
　境界面（１４１）は、第１面（１１３）と第２面（１１５）に対して実質的に平行な面
にあることを特徴とする請求項７に記載された噛合エレメント（１０５）。
【請求項９】
　シーリング部（１３９）は、第１係合面（１４４ａ）と第２係合面（１４４ｂ）を有し
、ファスニング部（１４５）は、第１ファスニング面（１４７ａ）と第２ファスニング面
（１４７ｂ）とを有することを特徴とする請求項７に記載された噛合エレメント（１０５
）。
【請求項１０】
　噛合エレメント（１０５）は、第１群にある第３噛合エレメントと、第２群にある第４
噛合エレメントとを更に含み、第３噛合エレメントは、第１ストリンガーテープ（１０１
）の第１噛合エレメント（１０５ａ）近傍に配されており、第４噛合エレメントは、第２
ストリンガーテープ（１０１）の第２噛合エレメント（１０５ｂ）近傍に配されており、
　第２噛合エレメント（１０５ｂ）の第１係合面（１４４ａ）と第４噛合エレメントの第
２係合面（１４４ｂ）とによって第１ギャップが更に形成されており、
　第２噛合エレメント（１０５ｂ）の第１ファスニング面（１４７ａ）と第４噛合エレメ
ントの第２ファスニング面（１４７ｂ）によって第２ギャップが更に形成されており、
　第２噛合エレメント（１０５ｂ）の第１噛合エレメント（１０５ａ）の第２係合面（１
４４ｂ）によって第３噛合エレメントの第１係合面（１４４ａ）によって第３ギャップが
更に形成されており、
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　第１噛合エレメント（１０５ａ）の第２ファスニング面（１４７ｂ）と第３噛合エレメ
ントの第１ファスニング面（１４７ａ）とによって第４ギャップが更に形成されているこ
とを特徴とする請求項９に記載された噛合エレメント（１０５）。
【請求項１１】
　夫々縦縁部（１０７）と、第１面（１０９）と、当該第１面の反対側にある第２面（１
１１）とを有する第１ストリンガーテープ（１０１）と第２ストリンガーテープ（１０３
）と、
　当該第１ストリンガーテープ（１０１）近傍に配された第１群の噛合エレメント（１０
５）と第２ストリンガー近傍に配された第２群の噛合エレメント（１０５）とからなるス
ライドファスナー（１００）であって、
　夫々の第１群噛合エレメント（１０５）は、第１ストリンガーテープ（１０１）の第１
面（１０９）側に配された第１基部（１３５）と第１ストリンガーテープ（１０１）の第
２面（１１１）側に配された第２基部（１２５）と、第１及び第２基部（１３５，１２５
）から外方向に延びている係合部（１３７）であって、当該係合部（１３７）は、第１面
（１１３）と第２面（１１５）とを含み、係合部（１３７）の第１面（１１３）は、係合
部（１３７）の第２面（１１５）から離れてその反対側にあり、係合部（１３７）の第１
面（１１３）は第１形状を有しており、係合部（１３７）の第２面（１１５）は第２形状
を有しており、係合部（１３７）の前方側終端部（１５３）の近傍の第２形状の一部は当
該終端部（１５３）の近傍の第１形状の一部の幅寸法Ｗ２よりも大きい幅寸法Ｗ１を有し
ており、幅寸法Ｗ１、Ｗ２の夫々は、係合部（１３７）の第１面（１１３）と第２面（１
１５）に対して実質的に平行である幅面において測定される係合部（１３７）と、当該係
合部（１３７）の前方側終端部（１５３）に配され、その第１面（１１３）と第２面（１
１５）の間に延びている前面（１２１）とを有しており、
　第１基部（１３５）と第２基部（１２５）は、その間に第１ストリンガーテープ（１０
１）の縦縁部（１０７）を収容するためのチャネル（１５１）を形成しており、
　夫々の第２群噛合エレメント（１０５）は、第２ストリンガーテープ（１０１）の第１
面（１０９）側に配された第１基部（１３５）と第２ストリンガーテープ（１０１）の第
２面（１１１）側に配された第２基部（１２５）と、第１及び第２基部（１３５，１２５
）から外方向に延びている係合部（１３７）であって、当該係合部（１３７）は、第１面
（１１３）と第２面（１１５）を含み、係合部（１３７）の第１面（１１３）は、係合部
（１３７）の第２面（１１５）から離れて当該第２面（１１５）の反対側にあり、係合部
（１３７）の第１面（１１３）は第１形状を有し、係合部（１３７）の第２面（１１５）
は第２形状を有し、係合部（１３７）の終端部（１５３）近傍の第２形状の一部は当該終
端部（１５３）近傍の第１形状の一部の幅寸法Ｗ２よりも大きい幅寸法Ｗ１を有しており
、幅寸法Ｗ１，Ｗ２の夫々は係合部（１３７）の第１面（１１３）と第２面（１１５）に
対して実質的に平行である幅面において測定される係合部（１３７）と、当該係合部（１
３７）の終端部（１５３）に配され、その第１面（１１３）と第２面（１１５）との間に
延びている前面（１２１）とを有し、
　第１基部（１３５）と第２基部（１２５）は、その間に、第２ストリンガーテープ（１
０１）の縦縁部（１０７）を収容するためのチャネル（１２３）を形成しており、
　第２群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）のそれぞれの第
１面（１１３）によって第１ギャップが形成され、
　第２群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）のそれぞれの第
２面（１１５）によって第２ギャップが形成され、
　第１群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）のそれぞれの第
１面（１１３）によって第３ギャップが形成され、
　第１群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）のそれぞれの第
２面（１１５）によって第４ギャップが形成されており、
　第１群の噛合エレメント（１０５）が第２群の噛合エレメント（１０５）と分離自在に
噛合した時に、第１群の第１噛合エレメント（１０５ａ）の係合部（１３７）の第１面（
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１１３）は、少なくともその一部が第１ギャップ内部に配されており、第１噛合エレメン
ト（１０５ａ）の係合部（１３７）の第２面（１１５）は、少なくともその一部が当該第
２ギャップ内部に配されており、第２群の第２噛合エレメント（１０５ｂ）の係合部（１
３７）の第１面（１１３）は、少なくともその一部が第３ギャップ内部に配されており、
第２噛合エレメント（１０５ｂ）の係合部（１３７）の第２面（１１５）は、少なくとも
その一部が当該第４ギャップ内部に配されており、第１噛合エレメント（１０５ａ）の前
面（１２１）は、第２ストリンガーテープ（１０１）の縦縁部（１０７）と対向し接して
おり、そして、第２噛合エレメント（１０５ｂ）の前面（１２１）は、第１ストリンガー
テープ（１０１）の縦縁部（１０７）と対向し接していることを特徴とする前記スライド
ファスナー（１００）。
【請求項１２】
　第１及び第２ストリンガーテープ（１０１，１０３）の第１面（１０９）は、耐水性材
料でラミネートされていることを特徴とする請求項１１に記載されたスライドファスナー
（１００）。
【請求項１３】
　当該チャネルは第１チャネル（１５１）であり、前面（１２１）は第２チャネル（１２
３）を形成しており、第１群の噛合エレメント（１０５）が、第２群の噛合エレメント（
１０５）と分離自在に噛合した時に、第１噛合エレメント（１０５ａ）の第２チャネル（
１２３）は、第２群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の間にある第２ストリン
ガーテープ（１０１）の縦縁部（１０７）の一部１１７を収容し、そして、第２噛合エレ
メント（１０５ｂ）の第２チャネル（１２３）は、第１群の二つの隣接する噛合エレメン
ト（１０５）の間にある第１ストリンガーテープ（１０１）の縦縁部（１０７）の一部１
１７を収容することを特徴とする請求項１１に記載されたスライドファスナー（１００）
。
【請求項１４】
　第１形状の幅は、基部から前面（１２１）に向けて減少しており、
　第２形状は、首部（１２７）と頭部（１２９）とを含み、頭部（１２９）は、係合部（
１３７）の終端部（１５３）近傍にあり、首部（１２７）は、基部と頭部（１２９）との
間に配されており、首部（１２７）の幅は、頭部（１２９）の幅よりも小さくなっており
、
　第１群の噛合エレメント（１０５）が第２群の噛合エレメント（１０５）と分離自在に
噛合した時に、第１噛合エレメント（１０５ａ）の頭部（１２９）は第２群の二つの隣接
する噛合エレメント（１０５）の首部（１２７）の間に配され、第２噛合エレメント（１
０５）の頭部（１２９）は、第１群の二つの隣接する噛合エレメント（１０５）の首部（
１２７）の間に配されていることを特徴とする請求項１１に記載されたスライドファスナ
ー（１００）。
【請求項１５】
　第１形状は実質的に三角形であることを特徴とする請求項１４に記載されたスライドフ
ァスナー（１００）。
【請求項１６】
　第１形状は実質的に台形であることを特徴とする請求項１４に記載されたスライドファ
スナー（１００）。
【請求項１７】
　噛合エレメント（１０５）は、プラスチック材料から成型されることを特徴とする請求
項１１に記載されたスライドファスナー（１００）。
【請求項１８】
　第１及び第２ストリンガーテープ１０１，１０３の夫々の縦縁部（１０７）は、第１縦
縁部（１０７）であり、第１及び第２ストリンガーの夫々は、更に、当該第１縦縁部（１
０７）の反対側にある第２縦縁部（１０７）を含み、第２縦縁部（１０７）は、物品に取
り付けられるような構成になっているので、第１及び第２ストリンガーテープ１０１，１
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０３の第１面（１０９）は、物品の外面近傍に配されており、第１及び第２ストリンガー
テープ１０１，１０３の第２面（１１１）は、物品の内面近傍に配されていることを特徴
とする請求項１１に記載されたスライドファスナー（１００）。
【請求項１９】
　噛合エレメント（１０５）の係合部（１３７）は、シーリング部（１３９）とファスニ
ング部（１４５）とからなり、シーリング部（１３９）とファスニング部（１４５）は、
境界面（１４１）において、互いに当接しており、シーリング部（１３９）は、第１面（
１１３）から境界面（１４１）まで延びており、当該ファスニング部（１４５）は、第２
面（１１５）から境界面（１４１）まで延びていることを特徴とする請求項１１に記載さ
れたスライドファスナー（１００）。
【請求項２０】
　境界面（１４１）は、第１面（１１３）と第２面（１１５）に対して実質的に平行であ
る面にあることを特徴とする請求項１９に記載されたスライドファスナー（１００）。
【請求項２１】
　シーリング部（１３９）は、第１係合面（１４４ａ）と第２係合面（１４４ｂ）とから
なり、ファスニング部（１４５）は、第１ファスニング面（１４７ａ）と第２ファスニン
グ面（１４７ｂ）とからなることを特徴とする請求項１９に記載されたスライドファスナ
ー（１００）。
【請求項２２】
　噛合エレメント（１０５）は、第１群にある第３噛合エレメントと第２群にある第４噛
合エレメントとを更に含み、第３噛合エレメントは、第１ストリンガーテープ（１０１）
の第１噛合エレメント（１０５ａ）近傍に配されており、第４噛合エレメントは、第２ス
トリンガーテープ（１０３）の第２噛合エレメント（１０５ｂ）近傍に配されており、第
２噛合エレメント（１０５ｂ）の第１係合面（１４４ａ）と第４噛合エレメントの第２係
合面（１４４ｂ）とによって第１ギャップが更に形成されており、第２噛合エレメント（
１０５ｂ）の第１ファスニング面（１４７ａ）と第４噛合エレメントの第２ファスニング
面（１４７ｂ）とによって第２ギャップが更に形成されており、第１噛合エレメントの第
２係合面（１４４ｂ）と第３噛合エレメントの第１係合面（１４４ａ）とによって第３ギ
ャップが更に形成されており、第１噛合エレメントの第２ファスニング面（１４７ｂ）と
第３噛合エレメントの第１ファスニング面（１４７ａ）とによって第４ギャップが更に形
成されていることを特徴とする請求項２１に記載されたスライドファスナー（１００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐水性のスライドファスナー及びその噛合エレメントに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　耐水性スライドファスナーは、通常、ストリンガーテープに取り付けられているコイル
状噛合エレメントを備えている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、コイル状噛合エレメントとともに使用されたジッパーは、低温度において硬く
なり操作が難しくなる傾向があるので、低温度下において着用する可能性のあるアウトド
ア衣料品とともに使用することが不適切であった。また、これらのジッパーは、砂、破片
又は氷に晒された時に操作が難しかった。
【０００４】
　プラスチック成型された噛合エレメントは、低温度下や、砂、破片又は氷に晒された時
にも然程硬くなるような傾向は無いが、従来のプラスチック成型された噛合エレメントは
、効果的な防水機能がなかった。
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【０００５】
　従って、当該技術分野においては、耐水性のある改良スライドファスナーを求める要請
があったのである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、スライドファスナー１００に使用するための複数の噛合エレメント１
０５であって、これらの噛合エレメント１０５の夫々は、ストリンガーテープ１０１，１
０３の第１面１０９側に配された第１基部１３５と、ストリンガーテープ１０１，１０３
の第１面１０９の反対側である第２面１１１側に配された第２基部１２５と、第１基部１
３５と第２基部１２５から外方向に延びており、第１面１１３と第２面１１５を有する係
合部１３７であって、係合部１３７の第１面１１３は、係合部１３７の第２面１１５から
離れて当該第２面１１５に対して反対側にあり、係合部１３７の第１面１１３は、第１形
状を有しており、係合部１３７の第２面１１５は、第２形状を有しており、係合部１３７
の前方側終端部１５３近傍にある第２面１１５の一部は、当該終端部１５３近傍の第１面
１１３の一部の幅寸法Ｗ２よりも大きい幅寸法Ｗ１を有しており、当該幅寸法Ｗ１，Ｗ２
の夫々は、係合部１３７の第１面１１３と第２面１１５に対して実質的に平行である係合
部１３７と、係合部１３７の前方側終端部１５３に配されており、係合部１３７の第１面
１１３と第２面１１５との間に延びている前面１２１とからなる噛合エレメント１０５で
あって、第１基部１３５と第２基部１２５は、その間にストリンガーテープ１０１，１０
３の縦縁部１０７を収容するためのチャネル１５１を形成しており、第１群の噛合エレメ
ント１０５は、第１ストリンガーテープ１０１に配されており、第２群の噛合エレメント
１０５は、第２ストリンガーテープ１０３に配されており、第２群の二つの隣接する噛合
エレメント１０５の係合部１３７のそれぞれの第１面１１３によって、第１ギャップ１５
５が形成されており、第２群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の係合部１３７のそ
れぞれの第２面１１５によって、第２ギャップ１５７が形成されており、　第１群の二つ
の隣接する噛合エレメント１０５の係合部１３７のそれぞれの第１面１１３によって、第
３ギャップ１５９が形成されており、第１群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の係
合部１３７のそれぞれの第２面１１５によって、第４ギャップ１６１が形成されており、
第１群の噛合エレメント１０５は、第２群の噛合エレメント１０５と分離自在に噛合した
時に、第１群の第１噛合エレメント１０５ａの係合部１３７の第１面１１３は、少なくと
もその一部が第１ギャップ内部に配され、第１噛合エレメント１０５ａの係合部１３７の
第２面１１５は、少なくともその一部が第２ギャップ内部に配され、第２群の第２噛合エ
レメント１０５ｂの係合部１３７の第１面１１３は、少なくともその一部が第３ギャップ
内部に配され、当該第２噛合エレメント１０５ｂの係合部１３７の第２面１１５は、少な
くともその一部が第４ギャップ内部に配されており、第１噛合エレメント１０５ａの前面
１２１は、第２ストリンガーテープ１０３の縦縁部１０７と対向し接するように配されて
おり、第２噛合エレメント１０５ｂの前面１２１は、第１ストリンガーテープ１０１の縦
縁部１０７と対向し接するように配されていることを特徴とする。
【０００７】
　当該噛合エレメントにおいて、当該チャネル１５１は、第１チャネルであり、前面１２
１は、第２チャネル１２３を形成しており、第１群の噛合エレメント１０５が第２群の噛
合エレメント１０５と分離自在に連結された時に、第１噛合エレメント１０５ａの第２チ
ャネル１２３は、第２群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の間において第２支持テ
ープの縦縁部１０７の一部１１７を収容し、第２エレメントの第２チャネル１２３は、第
１群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の間に第１ストリンガーテープ１０１の縦縁
部１０７の一部１１７を収容する。
【０００８】
　当該噛合エレメントにおいて、第１形状の幅は、基部１３５，１２５から前面１２１に
向けて減少しており、第２形状は、首部１２７と頭部１２９とからなり、頭部１２９は、
係合部１３７の終端部１５３近傍にあり、そして、首部１２７は、基部１３５，１３５と
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頭部１２９との間に配されており、首部１２７の幅は、頭部１２９の幅よりも小さく、第
１群の噛合エレメント１０５が、第２群の噛合エレメント１０５と分離自在に噛合した時
に、第１噛合エレメント１０５ａの頭部１２９は、第２群の二つの隣接する噛合エレメン
ト１０５の首部１２７の間に配され、第２噛合エレメント１０５ｂの頭部１２９は、第１
群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の首部１２７の間に配されている。
【０００９】
　当該噛合エレメントにおいて、第１形状は、実質的に三角形であってもよい。また、第
１形状は、実質的に台形であってもよい。
【００１０】
　当該噛合エレメントにおいて、噛合エレメント１０５は、プラスチック材料から成型さ
れている。
【００１１】
　当該噛合エレメントにおいて、係合部１３７は、シーリング部１３９とファスニング部
１４５とからなり、シーリング部１３９とファスニング部１４５は、境界面１４１におい
て、互いに当接しており、シーリング部１３９は、第１面１１３から境界面１４１まで延
びており、当該ファスニング部１４５は、第２面１１５から境界面１４１まで延びている
。
【００１２】
　当該噛合エレメントにおいて、境界面１４１は、第１面１１３と第２面１１５に対して
実質的に平行な面にある。
【００１３】
　当該噛合エレメントにおいて、シーリング部１３９は、第１係合面１４４ａと第２係合
面１４４ｂを有し、ファスニング部１４５は、第１ファスニング面１４７ａと第２ファス
ニング面１４７ｂとを有する。
【００１４】
　当該噛合エレメントにおいて、噛合エレメント１０５は、第１群にある第３噛合エレメ
ントと、第２群にある第４噛合エレメントとを更に含み、第３噛合エレメントは、第１ス
トリンガーテープ１０１の第１噛合エレメント１０５ａ近傍に配されており、第４噛合エ
レメントは、第２ストリンガーテープ１０１の第２噛合エレメント１０５ｂ近傍に配され
ており、第２噛合エレメント１０５ｂの第１係合面１４４ａと第４噛合エレメントの第２
係合面１４４ｂとによって第１ギャップが更に形成されており、第２噛合エレメント１０
５ｂの第１ファスニング面１４７ａと第４噛合エレメントの第２ファスニング面１４７ｂ
によって第２ギャップが更に形成されており、第２噛合エレメント１０５ｂの第１噛合エ
レメント１０５ａの第２係合面１４４ｂによって第３噛合エレメントの第１係合面１４４
ａによって第３ギャップが更に形成されており、第１噛合エレメント１０５ａの第２ファ
スニング面１４７ｂと第３噛合エレメントの第１ファスニング面１４７ａとによって第４
ギャップが更に形成されている。
【００１５】
　更に、本発明によれば、夫々縦縁部１０７と、第１面１０９と、当該第１面の反対側に
ある第２面１１１とを有する第１ストリンガーテープ１０１と第２ストリンガーテープ１
０３と、当該第１ストリンガーテープ１０１近傍に配された第１群の噛合エレメント１０
５と第２ストリンガー近傍に配された第２群の噛合エレメント１０５とからなるスライド
ファスナー１００であって、夫々の第１群噛合エレメント１０５は、第１ストリンガーテ
ープ１０１の第１面１０９側に配された第１基部１３５と第１ストリンガーテープ１０１
の第２面１１１側に配された第２基部１２５と、第１及び第２基部１３５，１２５から外
方向に延びている係合部１３７であって、当該係合部１３７は、第１面１１３と第２面１
１５とを含み、係合部１３７の第１面１１３は、係合部１３７の第２面１１５から離れて
その反対側にあり、係合部１３７の第１面１１３は第１形状を有しており、係合部１３７
の第２面１１５は第２形状を有しており、係合部１３７の前方側終端部１５３の近傍の第
２形状の一部は当該終端部１５３の近傍の第１形状の一部の幅寸法Ｗ２よりも大きい幅寸
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法Ｗ１を有しており、幅寸法Ｗ１、Ｗ２の夫々は、係合部１３７の第１面１１３と第２面
１１５に対して実質的に平行である幅面において測定される係合部１３７と、当該係合部
１３７の前方側終端部１５３に配され、その第１面１１３と第２面１１５の間に延びてい
る前面１２１とを有しており、第１基部１３５と第２基部１２５は、その間に第１ストリ
ンガーテープ１０１の縦縁部１０７を収容するためのチャネル１５１を形成しており、夫
々の第２群噛合エレメント１０５は、第２ストリンガーテープ１０１の第１面１０９側に
配された第１基部１３５と第２ストリンガーテープ１０１の第２面１１１側に配された第
２基部１２５と、第１及び第２基部１３５，１２５から外方向に延びている係合部１３７
であって、当該係合部１３７は、第１面１１３と第２面１１５を含み、係合部１３７の第
１面１１３は、係合部１３７の第２面１１５から離れて当該第２面１１５の反対側にあり
、係合部１３７の第１面１１３は第１形状を有し、係合部１３７の第２面１１５は第２形
状を有し、係合部１３７の終端部１５３近傍の第２形状の一部は当該終端部１５３近傍の
第１形状の一部の幅寸法Ｗ２よりも大きい幅寸法Ｗ１を有しており、幅寸法Ｗ１，Ｗ２の
夫々は係合部１３７の第１面１１３と第２面１１５に対して実質的に平行である幅面にお
いて測定される係合部１３７と、当該係合部１３７の終端部１５３に配され、その第１面
１１３と第２面１１５との間に延びている前面１２１とを有し、第１基部１３５と第２基
部１２５は、その間に、第２ストリンガーテープ１０１の縦縁部１０７を収容するための
チャネル１２３を形成しており、第２群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の係合部
１３７のそれぞれの第１面１１３によって第１ギャップが形成され、第２群の二つの隣接
する噛合エレメント１０５の係合部１３７のそれぞれの第２面１１５によって第２ギャッ
プが形成され、第１群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の係合部１３７のそれぞれ
の第１面１１３によって第３ギャップが形成され、第１群の二つの隣接する噛合エレメン
ト１０５の係合部１３７のそれぞれの第２面１１５によって第４ギャップが形成されてお
り、第１群の噛合エレメント１０５が第２群の噛合エレメント１０５と分離自在に噛合し
た時に、第１群の第１噛合エレメント１０５ａの係合部１３７の第１面１１３は、少なく
ともその一部が第１ギャップ内部に配されており、第１噛合エレメント１０５ａの係合部
１３７の第２面１１５は、少なくともその一部が当該第２ギャップ内部に配されており、
第２群の第２噛合エレメント１０５ｂの係合部１３７の第１面１１３は、少なくともその
一部が第３ギャップ内部に配されており、第２噛合エレメント１０５ｂの係合部１３７の
第２面１１５は、少なくともその一部が当該第４ギャップ内部に配されており、第１噛合
エレメント１０５ａの前面１２１は、第２ストリンガーテープ１０１の縦縁部１０７と対
向し接しており、そして、第２噛合エレメント１０５ｂの前面１２１は、第１ストリンガ
ーテープ１０１の縦縁部１０７と対向し接していることを特徴とする。
【００１６】
　当該スライドファスナーにおいて、第１及び第２ストリンガーテープ１０１，１０３の
第１面１０９は、耐水性材料でラミネートされている。
【００１７】
　当該スライドファスナーにおいて、当該チャネルは第１チャネル１５１であり、前面１
２１は第２チャネル１２３を形成しており、第１群の噛合エレメント１０５が、第２群の
噛合エレメント１０５と分離自在に噛合した時に、第１噛合エレメント１０５ａの第２チ
ャネル１２３は、第２群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の間にある第２ストリン
ガーテープ１０１の縦縁部１０７の一部１１７を収容し、そして、第２噛合エレメント１
０５ｂの第２チャネル１２３は、第１群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の間にあ
る第１ストリンガーテープ１０１の縦縁部１０７の一部１１７を収容する。
【００１８】
　当該スライドファスナーにおいて、第１形状の幅は、基部から前面１２１に向けて減少
しており、第２形状は、首部１２７と頭部１２９とを含み、頭部１２９は、係合部１３７
の終端部１５３近傍にあり、首部１２７は、基部と頭部１２９との間に配されており、首
部１２７の幅は、頭部１２９の幅よりも小さくなっており、第１群の噛合エレメント１０
５が第２群の噛合エレメント１０５と分離自在に噛合した時に、第１噛合エレメント１０



(10) JP 2010-12246 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

５ａの頭部１２９は第２群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の首部１２７の間に配
され、第２噛合エレメント１０５の頭部１２９は、第１群の二つの隣接する噛合エレメン
ト１０５の首部１２７の間に配されている。
【００１９】
　当該スライドファスナーにおいて、第１形状は実質的に三角形であってもよい。第１形
状は実質的に台形であってもよい。
【００２０】
　当該スライドファスナーにおいて、噛合エレメント１０５は、プラスチック材料から成
型される。
【００２１】
　当該スライドファスナーにおいて、第１及び第２ストリンガーテープ１０１，１０３の
夫々の縦縁部１０７は、第１縦縁部１０７であり、第１及び第２ストリンガーの夫々は、
更に、当該第１縦縁部１０７の反対側にある第２縦縁部１０７を含み、第２縦縁部１０７
は、物品に取り付けられるような構成になっているので、第１及び第２ストリンガーテー
プ１０１，１０３の第１面１０９は、物品の外面近傍に配されており、第１及び第２スト
リンガーテープ１０１，１０３の第２面１１１は、物品の内面近傍に配されている。
【００２２】
　当該スライドファスナーにおいて、噛合エレメント１０５の係合部１３７は、シーリン
グ部１３９とファスニング部１４５とからなり、シーリング部１３９とファスニング部１
４５は、境界面１４１において、互いに当接しており、シーリング部１３９は、第１面１
１３から境界面１４１まで延びており、当該ファスニング部１４５は、第２面１１５から
境界面１４１まで延びている。
【００２３】
　当該スライドファスナーにおいて、境界面１４１は、第１面１１３と第２面１１５に対
して実質的に平行である面にある。
【００２４】
　当該スライドファスナーにおいて、シーリング部１３９は、第１係合面１４４ａと第２
係合面１４４ｂとからなり、ファスニング部１４５は、第１ファスニング面１４７ａと第
２ファスニング面１４７ｂとからなる。
【００２５】
　当該スライドファスナーにおいて、噛合エレメント１０５は、第１群にある第３噛合エ
レメントと第２群にある第４噛合エレメントとを更に含み、第３噛合エレメントは、第１
ストリンガーテープ１０１の第１噛合エレメント１０５ａ近傍に配されており、第４噛合
エレメントは、第２ストリンガーテープ１０３の第２噛合エレメント１０５ｂ近傍に配さ
れており、第２噛合エレメント１０５ｂの第１係合面１４４ａと第４噛合エレメントの第
２係合面１４４ｂとによって第１ギャップが更に形成されており、第２噛合エレメント１
０５ｂの第１ファスニング面１４７ａと第４噛合エレメントの第２ファスニング面１４７
ｂとによって第２ギャップが更に形成されており、第１噛合エレメントの第２係合面１４
４ｂと第３噛合エレメントの第１係合面１４４ａとによって第３ギャップが更に形成され
ており、第１噛合エレメントの第２ファスニング面１４７ｂと第３噛合エレメントの第１
ファスニング面１４７ａとによって第４ギャップが更に形成されている。
【発明の効果】
【００２６】
　以上説明した本発明によれば、低温度下にも拘わらず硬くならず操作性に優れ、しかも
効果的な防水機能が発揮されるスライドファスナー用の噛合エレメントが得られたのであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】　図１（ａ）は、本発明の一つの実施例によるスライドファスナーの第１面の平
面図であり、図１（ｂ）は、図１（ａ）に示されたスライドファスナーの第２面の底面図
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であり、図１（ｃ）は、図１（ａ）の切断線１ｃ－１ｃで切った断面図である。
【図２】　図２（ａ）は、図１（ａ）に示されたスライドファスナーの第１面の斜視図で
あり、図２（ｂ）は、図１（ｂ）に示されたスライドファスナーの第２面の斜視図である
。
【図３】　図３（ａ）は、図１（ａ）に示されたスライドファスナーの第１面に成型され
た噛合エレメントの部分平面図であり、図３（ｂ）は、図３（ａ）に示された噛合エレメ
ントの側面図であり、図３（ｃ）は、図３（ａ）に示された噛合エレメントの端面図であ
る。
【図４】　図４（ａ）は、本発明のもう一つの実施例によるスライドファスナーの第１面
の平面図であり、図４（ｂ）は、図４（ａ）に示されたスライドファスナーの第２面の底
面図である。
【図５】　図５（ａ）は、図４（ａ）に示されたスライドファスナーの第１面の斜視図で
あり、図５（ｂ）は、図４（ａ）に示されたスライドファスナーの第２面の斜視図である
。
【図６】　図６（ａ）乃至６（ｄ）は、図１（ａ）乃至図５（ｂ）に示されたスライドフ
ァスナーの耐水性をテストするためのテスト装置の例である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明の色々な実施例を、添付図面を参照にして以下に具体的に説明する。ここにおい
て、本発明の全ての実施例ではないが、本発明のいくつかの実施例を図面で示すことにす
る。これらの発明は、色々な形で具現することはできるので、ここに示された実施例だけ
に限定されると解釈されてはならない。むしろ、これらの実施例は、これを開示して法的
開示要件を満たす目的のために提供されたものである。
【００２９】
　図１（ａ）、１（ｂ）、２（ａ）及び２（ｂ）には、色々な実施例によるスライドファ
スナーが示されている。スライドファスナー１００は、第１ストリンガーテープ１０１に
配された第１群の噛合エレメント１０５と第２ストリンガーテープ１０３に配された第２
群の噛合エレメント１０５とを有する。これらのストリンガーテープ１０１，１０３は、
夫々、互いに反対側にある第１面１０９と第２面１１１とを有し、そのストリンガーテー
プ１０１，１０３には、対向する縁部に膨大状でテープ長手方向に延びる縦縁部１０７を
形成している。
【００３０】
　なお、本実施例の説明では、噛合エレメント１０５のストリンガーテープ１０１，１０
３の長さ方向を幅方向とし、その幅方向と直交する方向を前後方向とし（噛合エレメント
１０５が対向する噛合エレメント１０５に向かう方向を前方、噛合エレメント１０５の係
合部に対して第１、第２基部１３５，１２５に向かう方向を後方とする）、ストリンガー
テープ１０１，１０３および噛合エレメント１０５の表裏方向を高さ方向とし、スライド
ファスナー１００において、スライダー１１９を摺動してファスナーを閉じる方向を上方
、スライダー１１９を摺動してファスナーを閉じる方向を下方とする。
【００３１】
　夫々の噛合エレメント１０５は、第１基部１３５と、第２基部１２５と、係合部１３７
と、前面１２１とを有する。第１基部１３５は、ストリンガーテープ１０１、１０３の第
１面１０９側で縦縁部１０７の近傍に配されており、第２基部１２５は、ストリンガーテ
ープ１０１、１０３の第２面１１１側で縦縁部１０７の近傍に配されている。更に、第１
基部１３５と、第２基部１２５は、ストリンガーテープ１０１，１０３の縦縁部１０７を
収容するためそれらの間にチャネル１５１を形成し、噛合エレメントがストリンガーテー
プ１０１，１０３に取り付けられている。
【００３２】
　係合部１３７は、第１基部１３５と第２基部１２５からストリンガーテープの外方向（
対向するストリンガーテープに向かう方向）に延びており、第１面１１３と第２面１１５
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とを有している。係合部１３７の第１面１１３は、係合部１３７の第２面１１５から離れ
て配されており、互いに反対側に位置する。係合部１３７の第１面１１３は、第１形状を
しており、ストリンガーテープ１０１，１０３の第１面１０９側に配されており、係合部
１３７の第２面１１５は、第１形状と異なる第２形状をしており、ストリンガーテープ１
０１，１０３の第２面１１１側に配されている。係合部１３７の第２面１１５の一部は、
当該係合部１３７の終端部１５３（前側）の近傍において、当該終端部１５３の近傍にお
ける係合部１３７の第１面１１３の幅寸法Ｗ２よりも大きな幅寸法Ｗ１を有している。当
該幅寸法（ストリンガーテープの長さ方向）は、係合部１３７の第１面１１３と第２面１
１５に実質的に平行である幅面において測定される。図１（ａ）乃至図３（ｃ）に示され
た実施例において、第１面１１３の第１形状は、ストリンガーテープ１０１，１０３の第
１面１０９から観た場合、実質的に三角形であり、第２面１１５の第２形状は、ストリン
ガーテープ１０１，１０３の第２面１１１から観た場合、実質的にギア即ち歯車の歯の形
状である。
【００３３】
　図４（ａ）乃至図５（ｃ）に示されたもう一つの実施例において、噛合エレメント２０
５の係合部２３７は第１基部２３５と第２基部２２５から外方向（対向するストリンガー
テープに向かう方向）に延びており、その係合部２３７の第１面２１３の第１形状は、ス
トリンガーテープ２０１，２０３の第１面２０９から見た場合、実質的に台形である。台
形とは、噛合エレメント２０５の第１面２１３の前方側に向けて幅方向の寸法が小さくな
り、かつ前端に幅方向に平坦な面とした形状である。一つの実施例によれば、実質的に台
形の第１面２１３を有する噛合エレメント２０５は、実質的に三角形状の第１面１１５を
有する噛合エレメント１０５よりもより良好な耐水性を提供すると思われる。しかし、実
質的に三角形状の第１面１１５を有する噛合エレメント１０５は、一つの実施例に拠れば
、実質的に台形の第１面２１３を有する噛合エレメント２０５よりもストリンガーテープ
１０１，１０３を含む面においてより柔軟性を提供するものと思われる。
【００３４】
　図１（ａ）乃至図３（ｃ）に示されている実施例において、係合部１３７は、シーリン
グ部１３９とファスニング部（噛合部）１４５とからなり、シーリング部１３９とファス
ニング部１４５は、境界面１４１で互いに当接している。特に、シーリング部１３９は、
第１面１１３と境界面１４１の間に延びている。一方、ファスニング部１４５は、第２面
１１５と境界面１４１との間で延びている。一つの実施例において、当該境界面１４１は
、第１面１１３と第２面１１５に実質的に平行である面に存在する。
【００３５】
　図１（ａ）及び図３（ｂ）乃至図３（ｃ）に示されているように、シーリング部１３９
は、第１係合面１４４ａと第２係合面１４４ｂを有する。第１係合面１４４ａと第２係合
面１４４ｂとは、係合部１３７の第１面１１３から境界面１４１に延び、第１係合面１４
４ａはスライドファスナー１００の下方側に形成され、第２係合面１４４ｂはスライドフ
ァスナー１００の上方側に形成され、スライドファスナー１００が閉じた状態で、第１群
の噛合エレメント１０５の第１係合面１４４ａは、第２群の噛合エレメントの第２係合面
１４４ｂと対面し、第１群の噛合エレメント１０５の第２係合面１４４ｂは、第２郡の噛
合エレメント１０５の第１係合面１４４ａと対面している。
【００３６】
　図１（ｂ）及び図３（ｂ）乃至図３（ｃ）に示された実施例に拠れば、ファスニング部
１４５は、首部１２７と頭部１２９とを有する。頭部１２９は、前面１２１を有し、首部
１２７は、第２基部１２５と頭部１２９との間に配されている。首部１２７は、頭部１２
９と第２基部１２５の幅寸法よりも小さい幅寸法を有する。図１（ａ）乃至図３（ｃ）に
示された実施例によれば、頭部１２９の少なくとも一部１４３は、第１面１１３の終端部
１５３よりも幅面において広くなっており、これによって、ストリンガーテープ１０１，
１０３の第１面１０９側からスライドファスナーを見たときに頭部１２９の当該一部１４
３が見えるのである。更に、第１ファスニング面１４７ａと第２ファスニング面１４７ｂ
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は、第２面１１５から境界面１４１まで延びている。更に、前面１２１は、係合部１３７
の終端部１５３に配されており、係合部１３７の第１面１１３と第２面１１５との間に延
びている。つまり、第１ファスニング面１４７ａと第２ファスニング面１４７ｂとは、頭
部１２９の噛合エレメント１０５の高さ方向に延びる面である。
【００３７】
　第２群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の第１面１１３と係合面１４４ａ，１４
４ｂとによって第１ギャップ１５５が形成されており、第２群の二つの隣接する噛合エレ
メント１０５の第２面１１５とファスニング面１４７ａ，１４７ｂとによって第２ギャッ
プ１５７が形成されている。更に、第１群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の第１
面１１３と係合面１４４ａ，１４４ｂとによって第３ギャップ１５９が形成されており、
第１群の二つの隣接する噛合エレメント１０５の第２面１１５とファスニング面１４７ａ
，１４７ｂとによって第４ギャップ１６１が形成されている。
【００３８】
　第１群の噛合エレメント１０５が第２群の噛合エレメント１０５と分離自在に係合した
ときに、第１群の第１噛合エレメント１０５ａの係合部１３７の第１面１１３とシーリン
グ部１３９は、少なくともその一部が、第１ギャップ１５５の内部に配されており、第１
噛合エレメント１０５ａの係合部１３７の第２面１１５とファスニング部１４５は、少な
くともその一部が、第２ギャップ１５７の内部に配されている。更に、第２群の第２噛合
エレメント１０５ｂの係合部１３７の第１面１１３とシーリング部１３９は、少なくとも
その一部が、第３ギャップ１５９の内部に配されており、第２噛合エレメント１０５ｂの
係合部１３７の第２面１１５とファスニング部１４５は、少なくともその一部が、第４ギ
ャップ１６１の内部に配されている。特に、第１群の噛合エレメント１０５の頭部１２９
は、第２群の噛合エレメント１０５の隣接する首部１２７の間に配されており、第２群の
噛合エレメント１０５の頭部１２９は、第１群の噛合エレメント１０５の隣接する首部１
２７の間に配されている。頭部１２９が首部１２７の間で係合し、このとき、頭部１２９
の係合は、ファスニング面１４７ａ，１４７ｂが対向する噛合エレメント１０５のファス
ニング面１４７ａ，１４７ｂと対面していることによって、噛合エレメント１０５の係合
が誤まって外れることが防止されるのである。
【００３９】
　更に又、第１群の噛合エレメント１０５は、第２群の噛合エレメント１０５と分離自在
に連結した時に、第１噛合エレメント１０５ａの前面１２１は、第２ストリンガーテープ
１０３の縦縁部１０７の近傍に配され、これと対面して縦縁部１０７を前面１２１に形成
した第２チャネル１２３に収容しており、第２噛合エレメント１０５ｂの前面１２１は、
第１ストリンガーテープ１０１の縦縁部近傍に配され、これと対面して縦縁部１０７を前
面１２１に形成した第２チャネル１２３に収容している。さらに、縦縁部１０７がチャネ
ル１２３内部で接触するとより好ましい。
【００４０】
　図１（ａ）乃至図３（ｃ）に示されているような特定の実施例において、第１ストリン
ガーテープ１０１の隣接する噛合エレメント１０５の係合部１３７は、互いに離隔してお
り、これによって、第１ストリンガーテープ１０１の縦縁部１０７の一部１１７は、隣接
する噛合エレメント１０５の間に晒されている。同様に、第２ストリンガーテープ１０３
の隣接する噛合エレメント１０５の係合部１３７は、互いに離隔しており、これによって
、第２ストリンガーテープ１０３の縦縁部１０７の一部１１７は、隣接する噛合エレメン
ト１０５の間に露出している。つまり第１、第２ストリンガーテープ１０１，１０３の前
記一部１１７は第１、第２、第３、第４ギャップ１５５，１５７，１５９，１６１におけ
る縦縁部１０７部分と等しい。そして、第１群の噛合エレメント１０５が、第２群の噛合
エレメント１０５と分離自在に噛合した時に、第１噛合エレメント１０５ａの第１形状の
前面１２１の幅は、第１ギャップ１５５よりも小さく形成され、第２噛合エレメント１０
５ｂの第１形状の前面１２１の幅は、第３ギャップ１５９よりも小さく形成され、これに
より、それぞれの噛合エレメント１０５の第１形状がストリンガーテープ１０１，１０３
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の縦縁部１０７と対向し接している。
【００４１】
　更に、図１（ａ）乃至図３（ｃ）における実施例に示されているように、第１ストリン
ガーテープ１０１の隣接する噛合エレメント１０５の第１基部１３５は互いに離隔しても
よく、第１ストリンガーテープ１０１の隣接する噛合エレメント１０５の第２基部１２５
は互いに離隔してもよい。同様に、第２ストリンガーテープ１０３の隣接する噛合エレメ
ント１０５の第１基部１３５は、互いに離隔しても良く、そして、第２ストリンガーテー
プ１０３の隣接する噛合エレメント１０５の第２基部１２５は、互いに離隔してもよい。
しかし、（図示していない）代替的な実施例においては、夫々のストリンガーテープ１０
１，１０３の第１基部１３５と第２基部１２５は、連続して形成されていても良い。
【００４２】
　更に、図３（ａ）及び図３（ｂ）に示されている実施例において、前面１２１は、チャ
ネル１５１から離隔したチャネル１２３を形成しており、当該チャネル１２３は、縦縁部
１０７と実質的に平行（ストリンガーテープ１０１，１０３の長さ方向に平行）である。
当該チャネル１２３は、ストリンガーテープ１０１，１０３の噛合エレメント１０５が連
結するときに、対向するストリンガーテープ１０１，１０３の縦縁部１０７の一部１１７
を収容するような構成となっている。
【００４３】
　一般的には、夫々の噛合エレメント１０５は、ポリエステル、ポリプロピレン、ポリエ
チレン又はポリアミドのようなプラスチック材料から成型されている。しかし、実施例に
よっては、噛合エレメントは、例えば、金属、セラミック、木材又はこれらの組合せを含
むその他の材料で作られてもよい。
【００４４】
　第１群の噛合エレメント１０５は、第１ストリンガーテープ１０１に成型されており、
第２群の噛合エレメント１０５は、第２ストリンガーテープ１０３に成型されている。例
えば、噛合エレメント１０５は、射出成型プロセスを使用してストリンガーテープ１０１
、１０３に成型される。別の実施例においては、噛合エレメントは、別個に形成された後
、ストリンガーテープに取り付けられても良い。
【００４５】
　特定の実施例によれば、夫々のストリンガーテープ１０１，１０３の第１面１０９は、
耐液体コーティングでもってラミネートされていてもよい。耐液体コーティングは、例え
ば、ポリウレタン、ポリエステル、ポリプロピレン、ナイロン、ポリ塩化ビニール、その
他の種類の材料のフィルムであってもよい。更に、特定の実施例によれば、夫々のストリ
ンガーテープ１０１，１０３の第１面１０９は、ストリンガーテープ１０１，１０３に噛
合エレメント１０５を成型する前にラミネートされている。つまり、ストリンガーテープ
１０１，１０３の縦縁部１０７を含む第１面１０９がラミネートされている。しかし、ラ
ミネートプロセスにおいて柔軟で伸縮性があるフィルムが使用される別の実施例において
は、噛合エレメント１０５がストリンガーテープ１０１，１０３に成型された後でラミネ
ート工程を行っても良い。
【００４６】
　ストリンガーテープ１０１，１０３は、互いに連結される二つの縫い目を持つ物品（例
えば、衣料品例えばバッグ）に取り付けられ、これによって、ストリンガーテープ１０１
，１０３の第１面１０９と噛合エレメント１０５の第１面１１３は、物品の外側近傍に配
され、ストリンガーテープ１０１，１０３の第２面１１１と噛合エレメント１０５の第２
面１１５が物品の内側近傍に配される。夫々のストリンガーテープ１０１，１０３の噛合
エレメント１０５を互いに係合させるために、スライダー１１９は、噛合エレメント１０
５上を第１方向（上方）に移動される。夫々のストリンガーテープ１０１，１０３の噛合
エレメント１０５の係合を外すためには、スライダー１１９は、第１方向と反対の第２方
向（下方）に移動される。
【００４７】
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　図１（ａ）乃至図５（ｂ）に示された実施例は、実質的に耐水性である。特に、噛合エ
レメント１０５、２０５が係合された時に、夫々のストリンガーテープ１０１，１０３，
２０１，２０３の第１面１０９，２０９及び夫々の噛合エレメント１０５，２０５の第１
面１１３，２１３から夫々のストリンガーテープ１０１，１０３，２０１，２０３の第２
面１１１，２１３及び夫々の噛合エレメント１０５，２０５の第２面１１５，２１５に液
体（例えば水）が浸入することが実質的に防止される。特に、図１（ａ）乃至図５（ｂ）
に示された実施例によれば、ストリンガーテープ１０１，１０３，２０１，２０３の第１
面１０９，２０９の耐液体コーティングは水のような液体がストリンガーテープ１０１，
１０３，２０１，２０３を通って浸入するのを実質的に防ぐのである。噛合エレメント１
０５，２０５のシーリング部１３９，２３９の係合面１４４ａ，１４４ｂ，２４４ａ，２
４４ｂを係合することによって対向するストリンガーテープ１０１，１０３，２０１，２
０３に配された隣接する噛合エレメント１０５，２０５の間において水が浸入することも
防止される。更に、噛合エレメント１０５，２０５の隣接する係合面１４４ａ，１４４ｂ
，２４４ａ，２４４ｂの間から浸入するかもしれない液体は、シーリング部１３９，２３
９とファスニング部１４５，２４５との間にある境界面１４１，２４１近傍の頭部１２９
，２２９の当該一部１４３，２４３によってストリンガーテープ１０１，１０３，２０１
，２０３の第２面１１１，１２１と噛合エレメント１０５，２０５の第２面１１５，２１
５まで浸入することが防止される。また、第１ファスニング面２４７ａと第２ファスニン
グ面２４７ｂは、第２面２１５から境界面まで延びている。境界面は、シーリング部２３
９とファスニング部１４５が互いに当接する部分で、当該境界面は、第１面２１３と第２
面２１５に実質的に平行である面に存在する。更にまた、チャネル１２３，２３７が隣接
する係合部１３７，２３７の間に露出した縦縁部１０７，２０７の当該一部１１７，２１
７と係合することによって、夫々の噛合エレメント１０５，２０５の前面１２１，２２１
と対向するストリンガーテープ１０１，１０３，２０１，２０３の縦縁部１０７，２０７
の間の境界面を通って液体が浸入することが実質的に防止される。さらに好ましくは、噛
合エレメント１０５，２０５を備えるストリンガーテープ１０１，１０３，２０１，２０
３に撥水処理を行うことで、より液体の浸入を防止できるようになる。
【００４８】
　図１（ａ）乃至図５（ｂ）に示されたスライドファスナー１００，２００の実施例は、
耐水性テストを受けた。そして、双方の実施例のスライドファスナー１００，２００とも
、１５分当たり０．５ｃｃ未満の水が当該スライドファスナー１００，２００を通過した
という防水効果が認められた。特に、図６（ａ）乃至６（ｄ）に示されているように、耐
水性テストは、箱３００の開口部３０１にスライドファスナー１００，２００を固定する
工程を含む。この工程を行うことによって、夫々のストリンガーテープ１０１，１０３，
２０１，２０３の第１面１０９，２０９が箱３００の外側に面し、夫々のストリンガーテ
ープ１０１，１０３，２０１，２０３の第２面１１１，１２１が箱３００の内側に面した
。開口部３０１は、箱３００の側面３０３に形成され、箱３００の当該側面３０３は、箱
３００の上面に対して直角に配された。シャワーのような水源３２０が箱３００の近傍に
配され、水源３２０から流出する水は、実質的に４５度の角度で側面３０３に向けられた
。水源３２０は、１時間当たり約１００ｍｍの速度で水を放出した。約１５分後に、スラ
イドファスナー１００，２００の水の浸入を防ぐ能力を判断するために、箱３００の内部
の水が測定された。上に記載したように、テストの間、スライドファスナーを０．５ｃｃ
未満の水が通過した
【００４９】
　本発明は、上に開示した実施例を参考に具体的且つ詳細に記載したけれども、添付され
た特許請求の範囲に記載された本発明の精神と範囲の中で色々な変形例及び修正例が可能
であると理解される。
【符号の説明】
【００５０】
１００　　　スライドファスナー
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１０１　　　第１ストリンガーテープ
１０３　　　第２ストリンガーテープ
１０５　　　噛合エレメント
１０５ａ　　第１噛合エレメント
１０５ｂ　　第２噛合エレメント
１０７　　　縦縁部
１０９　　　第１面　（ストリンガーテープの）
１１１　　　第２面　（ストリンガーテープの）
１１３　　　第１面　（エレメント係合部の）
１１５　　　第２面　（エレメント係合部の）
１１７　　　一部　（縦縁部１０７の）
１１９　　　スライダー
１２１　　　前面　（噛合エレメント１０５の）
１２３　　　第２チャネル　（前面１２１の）
１２５　　　第２基部
１２７　　　首部
１２９　　　頭部
１３５　　　第１基部
１３７　　　係合部
１３９　　　シーリング部
１４１　　　境界面
１４３　　　一部　（頭部１２９の）
１４４ａ　　第１係合面
１４４ｂ　　第２係合面
１４５　　　ファスニング部
１４７ａ　　第１ファスニング面
１４７ｂ　　第２ファスニング面
１５３　　　前方側終端部　（係合部の）
１５１　　　第１チャネル
１５５　　　第１ギャップ
１５７　　　第２ギャップ
１５９　　　第３ギャップ
１６１　　　第４ギャップ
２００　　　スライドファスナー
２０５　　　噛合エレメント
２０７　　　縦縁部
２１３　　　第１面
２３７　　　係合部
３００　　　箱
３０１　　　開口部
３０３　　　側面
３２０　　　水源
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